
教
養
・
外
国
語
科
目

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

グローバル
教養系

英語科目

English I-A
English I-B

English II-A
English II-B

English III-A
English III-B

Reading Comprehension
Debate & Discussion
Presentation Strategies
English Test Preparation
Writing Strategies
Academic Reading
Academic Discussion
Academic Presentation
English Test Preparation for Academic Purposes
Academic Research & Writing

Japan Studies
Global Studies (1）
Global Studies (2）
Global Studies (3）
Global Studies (4）
Intercultural Understanding(1）
Intercultural Understanding(2）

専
門
基
礎
科
目

データ
科学

データサイエンス概 論
コンピュータ基礎演習
データサイエンス数学
情報学理論

プログラミング基礎演習
アルゴリズムとデータ構造
データ社会論
量的ユーザー調査
質的ユーザー調査

統計学基礎
機械学習論
経営分析論
業務プロセス分析

統計データ解析演習
データマイニング
データベース

ユーザー
エクスペリエンス

デザイン

ユーザーエクスペリエンス 
            デザイン入門

デザインプレゼンテーション
デザインプロトタイピング（1）

ウェブプログラミング
情報デザイン

デザインリサーチ

ソーシャル
システム
デザイン

ソーシャルシステムデザイン入門 サービスイノベーション
経営戦略概論

金融・市場システム論
総合的品質管理
オペレーションマネジメント

プロジェクトマネジメント

その他 SD PBL（1） SD PBL（2） SD PBL（3）

専
門
応
用
科
目

データ
科学

プログラミング応用演習 機械学習演習 ビッグデータ解析演習
ベイズ統計学
ニューラルネットワーク
企業経営分析ケーススタディ

画像・音声処理
自然言語処理
ウェブデータ処理

ユーザー
エクスペリエンス

デザイン

デザインプロトタイピング（2）
インタフェースデザイン
感性デザイン演習

ブランドコンセプトデザイン
デザインプロダクション演習
インタラクションデザイン演習

ソーシャル
システム
デザイン

ビヘイビアル・ファイナンス
サービスシステムデザイン演習

リスク＆クライシスマネジメント
未来創造デザインプロジェクト
サプライチェーンデザイン演習
ビジネスシステムデザイン演習

その他
COOPプログラム

※上記の他、上表以外の教養科目、語学科目などの学部・学科共通科目を設置しています。詳細はP.94をご覧ください。
■字は選択科目　■字は必修科目　■字は選択必修科目

[ めざせる資格・免許 ] ★ 基本情報技術者試験　★ ジェネラリスト検定　★ 統計検定CBT方式 データサイエンス基礎　★ 技術士（経営工学部門）　
★ ビジネス・キャリア検定　★ マルチメディア検定　★ プロダクトデザイン検定

★めざせる資格　

● 分析力を基盤とした創造力　　● 「もの」と「こと」を具体的に構想・設計・構築 　　● 国際的に活躍できる人材の育成[ 学科の特徴 ]

LINKS ▶ もっと詳しく 資格・免許の詳細は 129ページへ▶学びの領域は 31〜32ページへ▶

画のポスターを街で見かけた時、あ

なたはどこを見ますか？ こんなテーマ

を研究した学生が過去にいました。

日本の映画ポスターは受賞歴やキャッチコピーな

どで目を引くようにデザインされていますが、この効

果を視線計測という手法で検証したのです。私

は、視線や脳活動などの生理行動を測定し

デザインを評価する研究を行っています

が、学生たちにはこのように好奇心を持っ

て取り組めるテーマを研究してもらっています。

他にユニークだったのは、デザインのガイドブックに

載っている、良いデザインと悪いデザインそれぞれ

を見た際の脳活動の比較、「汚部屋」が脳活動

に与える影響の計測など。これらの研究データは、

実社会にすぐに役立つものではないかもしれません

が、快適な空間づくりや使用感の高い製品、ユー

ザーの行動を誘導するW E Bサイトなどのデザイン

手法が確立されるかもしれません。まだ分かりきって

いない脳の反応を知るということは、無限の可能性

を秘めているのです。一方で、この学部には実社

会に直結する学びもあります。「C O O Pプログラ

ム※」では、実際に企業で働くことで、実践力や

社会人基礎力を身につけます。また、卒業

研究の代わりとなる「キャップストーンプ

ロジェクト※」では、企業の課題を解決す

るために新しいビジネスを提案。研究室という

枠組みを設けずに、異なる専門の先生たちから多

様な知識を吸収し、最適解を創出します。デザイン・

データ科学部ではデータサイエンス、ユーザーエク

スペリエンスデザイン、ソーシャルシステムデザイン

などの専門的な学びから、イノベーションを生み出

す人材の育成に全力を注いでいきます。

映

研究
 Pick up！

好奇心で集めた脳活動のデータが
新しい社会を作る。

デザイン・データ科学科の「未来に活きるKeywords」

新しい未来をつくっていくためには、クリティカルシンキングなど
を用いてデータをマネジメントする必要があります。データの真
偽を問うことや、これまで見えていなかったデータを見つけ
出し、思い描く未来を構想してデザインしていくことが、
社会を変えるイノベーションにつながるのです。

デザイン

マネジメント

デザイン・データ科学部　
デザイン・データ科学科

永盛 祐介 准教授

分析力と創造力をかけ合わせ、社会にイノベーションをもたらす。

デザイン・データ科学部

横浜キャンパス

※ 2023年4月横浜キャンパスに設置構想中

※ 詳細は右ページの 「授業 Pick up！」へ

学
び
の
ス
テ
ッ
プ

カリキュラムは構想中のもので、一部変更される場合があります。

多彩な演習科目で実践力を養う キャップストーンプロジェクトで総括する

2 年 3 年 4 年1 年

データ科学・デザイン・マネジメントの基礎的な知識を養う

分析力･国際力を身につけ、デザインとマネジメントの基本を学ぶ
データ科学科目では「もの」と「こと」を分析的に見る能力を、また外国語と国際教養
を学び海外インターンシップに必要な能力を身につけます。同時に、「もの」と「こと」
のデザインとマネジメントの基礎を学びます。

海外インターンシップ キャップストーンプロジェクト

◆ キャップストーンプロジェクト（卒業プロジェクト）

企業や組織が直面する課題について、チーム体制で、その解決を

めざします。課題の背景調査や文献調査を行い、データサイエンス、

ユーザーエクスペリエンスデザイン、ソーシャルシステムデザインの

手法や知識を使い、解決策を立案します。より良い課題解決を実現

するために、解決策の実現性と有効性を検証し、チームでの議論、

途中成果発表を繰り返して、

最終的にプロジェクト報告書

をまとめます。4年次に取り

組むことで、本学部での学び

の総仕上げとなる総合的な

課題解決力の修得をめざし

ます。

本学部では、１つの研究室やゼミに所属し続けるのではなく、多様な各種プロジェクトへの参画を通じて研究活動を進めていきます。

４年次に行われる特徴的な２つのプロジェクト型の授業についてご紹介します。

◆ COOPプログラム

授業と学外での就労経験型学修を組み合わせた教育プログラム。

学生は一定期間、企業の現場で働くことで、就業経験と大学の

単位を取得するとともに、実践力や総合的な社会人基礎力など、

従来型のカリキュラムだけでは修得しにくい能力を効果的に身に

つけることを目的としています。就業経験前には、基礎学修から

就業経験後のレポート作成

やプレゼンテーションまでを

体系的に学び、本プログラ

ムを通して、実践力、責任感、

主体的行動力を身につける

ことをめざします。

［ 全授業で基盤となる力 ］

 授業 Pick up！

NEW

特別講義

デザインを国際的・実践的に展開する
ユーザーエクスペリエンスデザイン科目とソーシャルシステムデザイン科目では、実践的なデザイン
とマネジメントを学び、人と社会に役立つ「もの」づくり・「こと」づくりを実社会や海外留学・海外
インターンシップ先で実践します。最後にこれらの学びをキャップストーンプロジェクトで総括します。

デザイン・データ科学科

学
部
学
科
紹
介
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